







20 年代後半から 30 年代にかけての時期であった。日本における人文諸科学は、明治 10 ～ 20 年代にか
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江島尚俊氏　学位請求論文要旨（課程博士）
「近代日本における「仏教」観の一研究」
【本研究の位置づけ】
「近代仏教」をどのように捉え得るのか。これは、本研究を始めるにあたって筆者が有した根本的な問
題関心であった。しかし、従来の研究では研究者が持つ宗教観に基づいて「近代仏教」を捉えようとした
ものが多かった。そこで筆者は、「近代仏教」を近代日本における仏教論または宗教論と捉え、如何なる
目的のもと仏教が論じられていたのかを「当事者」の視点から明らかにしようと試み、その作業を通して、
近代日本における「仏教」観の一側面を明らかにした。
そもそも「近代仏教」という領域は、仏教学でも歴史学でも宗教学でも充分といえるほどの研究は行な
われてはいない。しかし、先行する研究によって一応の「近代仏教」像は描き出されている。そこでの研
究を概観すると、「近代仏教」は主に日本近代仏教史研究として論考が進められてきたと言える。そこで
は主に、近代的な仏教／非近代的な仏教といった非常に単純化した対立図式を用いてきた。また、「近代
仏教」とは何か、という問いを重んじた研究が多かったため、暗黙のうちに「近代仏教」を本質主義的に
捉えようという研究姿勢が前提となっていった。さらに、仏教をめぐる認識が「宗教」という新しい概念
のもとで再編成されていたことは従来の研究ではほとんど触れられてこなかった。
先行研究における上記の課題を乗り越えるため、本研究では当事者に焦点を当てた「近代仏教」を解明
することを試みた。その際、当事者がどのような文脈において仏教を語り、それはどのような目的を持っ
ていたかに着目したのである。
【章ごとの要約】
「第一章　仏教の哲学的研究から歴史的研究へ――井上円了と村上専精の場合――」
明治20年代において哲学および歴史研究の方法を用いて仏教を論じた井上円了と村上専精を取り上げ、
仏教を論じる際に両者が有していた目的を明らかにした。
「第二章　歴史研究と仏教――大乗非仏説論を中心として――」
歴史研究が仏教研究の主流となる明治 30 年代に焦点をあて、その結果、生じた大乗非仏説という問題
とそのことによって信仰が特化された論理が生まれたことを明らかにした。
「第三章　「新仏教」と「精神主義」における「信仰」と「宗教」」
「新仏教」と「精神主義」の機関誌（『新仏教』、『精神界』）を題材として、従来の研究で「近代的」と
一括りにされていた両者の宗教論には普遍性もしくは特殊性を追求していたという違いがあったことを明
らかにした。
「第四章　近代批判としての仏教論――矢吹慶輝を中心として――」
大正・昭和前期に宗教学者・社会事業理論家として活躍した矢吹慶輝を中心に、彼の仏教論が近代批判
を含んでいたことを明らかにした。
「第五章　近代的日本仏教論の成立――小栗栖香頂を中心として――」
近代日本の中国布教に先鞭をつけた小栗栖香頂を取り上げて、彼の仏教論が近代的な日本仏教論に至っ
た背景を明らかにした。
「第六章　近代日本における宗祖観の変容――倫理的偉人としての法然――」
浄土宗において明治 44 年に行われた「宗祖法然七〇〇年遠忌」を取り上げ、そこで主張されていた宗
祖が従来のものとは異なっており、近代的な理想的人物像として描かれていたことを明らかにした。
【全体のまとめ】
本研究では、「近代仏教」を仏教論および宗教論として捉える視点を採用し、仏教とは如何なるものと
して捉えられてきたかという当事者に基づいた考察を進め、近代日本における「仏教」観の一側面を明ら
かにしようとした。そこで明らかになったことは、近代日本の仏教は、自らを「宗教」化しようとしてい
たこと、そして、アイデンティティを再構築するにあたって国家や教育、理性など近代的要素に対して自
らが近づくことで、それを確立しようとしていたことであった。
